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硬化性疾患は全死亡数の 10%未満であった。今日では、先進国で約 4 割、途上国の約 3 割

















に比べると現在は約 7 分の 1 にまで低下した。このように脳卒中が著明に減少した背景に
は、降圧薬服用率の上昇および食塩摂取量低下にともない、この時期の日本人集団の血圧
レベルが低下したこと 4（図２参照）が大きな役割を果たしたと考えられている 5。 
一方、心疾患に目を向けると、2010 年の人口動態統計による心疾患死亡者数は年間約 19
万人であり、全死亡者数の約 16％を占める。2009 年の心疾患粗死亡率は心疾患全体で人口
10 万人当たり 143.7 人であり、そのうち特に動脈硬化と関連の深い冠動脈疾患が 42％であ
った（心不全は 35％）。図３に、心疾患死亡の年齢調整死亡率の推移を示す。この統計を解
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図４.滋賀県高島市における 1990 年から 2001 年における急性心筋梗塞の年齢調整発症率
（人口 10 万人当たり）の推移（男女別）（文献 7より） 
 
 
 
 
 
